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（iv）

炭素担体を用いた触媒金属微内包型触媒の開発動向 

 藤墳大裕 （2） 99

再生医療の実現に向けた凍結保護剤開発の研究動向 

 林　勇佑 （3） 148

機械学習を用いた超臨界流体系における平衡・輸送物性 

の推算 宇敷育男 （4） 199

二次元層状複水酸化物ナノシートをベースにした光線力学 

的療法用薬剤への応用に関する研究動向 大榮　薫 （4） 200

炭素ナノ粒子生成のシミュレーション技術 松川嘉也 （5） 239

光学的手法に基づくソフトマター中の応力可視化技術 

 栗山怜子 （5） 240

空気からの CO2回収・貯留のライフサイクルアセスメント 

 山田秀尚 （6） 278

燃焼飛灰の付着現象と制御方法の研究動向 伊東賢洋 （6） 279

International Solvent Extraction Conference 2022（ISEC2022） 
参加報告 花田隆文 （7） 327

粉体シミュレーション研究の最新動向 曽田力央 （7） 328

微細藻類共培養系による廃水処理と二酸化炭素固定 

 山田亮祐・荻野博康 （8） 367

有機分子の結晶構造を計算化学により正確に予測する手法 

 鈴木智也 （8） 368

超音波を用いたウルトラファインバブルの同定とフロー 

テーション技術への応用展開 五島　崇 （9） 409

抗体医薬品製造におけるプロセスシミュレーションの課題 

と展望 山田　明 （9） 410

多孔質材料の数値シミュレーションおよび機械学習の最 

新技術動向の概説 石神　徹 （11） 542

化学工学を専門とする学生への「分子ガストロノミー」の 

教育的活用 石川伸一 （11） 543

液液平衡データのハイスループット測定に関する最新動向 

 小野　巧 （12） 585

Phase-fieldモデルに基づく二相系格子ボルツマン法を用い 

た蒸発現象の数値シミュレーション 杉本　真 （12） 586

［広がれ！　ダイバーシティ］

2050年に活躍する人材の育成　～インドとの交流活動か 

ら考える多様性を活かす人材～ 中村一穂 （2） 100

エンジニアリング会社における環境マネジメント　環境 

エンジニアとしての私の歩み 篠原雅世 （3） 149

女子大学におけるダイバーシティ 宮崎あかね （4） 201

企業で 30年働く際に大事にしてきたこと 沖　博美 （12） 587

［新刊紹介］

やさしくわかるカーボンニュートラル～脱炭素社会をめ 

ざすために知っておきたいこと～ 小野﨑正樹 （12） 582

［書評］

カーボンニュートラルへの化学工学 松方正彦 （4） 203

［本会関連記事・その他］

第 87巻（2023）巻末索引 （12）別丁（i）～（iv）
永年会員有資格者の皆様へ／シニア会員有資格者の皆様へ 

  （1） 50

「2022年度化学工学会インターンシップ」を終えて 

 人材育成センター高等教育委員会 （2） 92

化学工学会第 88年会 産業セッション　－「活力に溢れ 

Sustainableな化学工学」－ 澤田裕子 （2） 94

2022年度化学工学会賞  （3） 152

第 54回秋季大会のご案内 第 54回秋季大会実行委員会 （7） 329

［本会の動き］

女性技術者ネットワーク　報告 藤岡惠子・吉宗美紀 （1） 48

2022年第 48回経営ゼミナールに参加して 貝嶋一剛 （2） 103

2022年度卒業生，修了生の皆さんへ　正会員登録へのお 

誘い 西山憲和 （2） 106

第 88年会「女性技術者フォーラム」報告 

 大河内美奈・加藤之貴・藤岡惠子・ 

 宮崎あかね・重光英之　 （6） 280

第 88年会　学生賞のご紹介 本部大会運営委員会 （6） 282

2022年度部会活動貢献賞（部会 CT賞） 河瀬元明 （6） 286

第 25回化学工学会学生発表会てんまつ記 

 第 25回化学工学会学生発表会実行委員会 （11） 544

女性技術者ネットワーク　報告 吉本則子・三谷　誠 （12） 590

［SCE・Net コーナー］

さくらが咲く気温条件の妥当性 鹿子島達志 （1） 49

安全研究会に参加して 今出善久 （3） 163

SCE・Net 5年目を迎えて 紫垣由城 （5） 241

新しいページに臨んで 中尾　眞 （7） 333

PFAS訴訟物語 紫垣由城 （9） 411

安全において「知らなかった」は重大事故を生むことが 

ある 山本一己 （11） 549
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